
徳
川
三
幅
の
教
鍮
三
章
マ
」
交
政
の
關
東
向
取
締

樋
　
　
畑

帝
調

湖

　
十
一
代
將
軍
家
齊
の
治
世
は
随
分
長
か
つ
た
、
所
謂
大

御
所
時
代
は
徳
川
交
化
の
最
高
潮
に
達
し
た
秋
で
あ
る
、
始

め
松
茸
定
信
召
さ
れ
て
老
中
首
席
こ
な
っ
た
の
は
實
に
天

明
七
年
に
し
て
翌
八
年
に
は
將
軍
の
補
佐
ご
な
っ
て
以
來

政
道
を
改
革
、
所
謂
寛
政
の
治
ε
繕
さ
れ
た
、
士
民
を
し
て
．

倹
素
を
守
ら
し
め
、
遊
惰
を
戒
め
産
業
を
奨
め
激
育
に
注

意
し
た
が
故
に
、
其
の
治
績
實
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ
っ

た
が
、
寛
政
五
年
、
定
信
が
其
の
職
を
僻
し
て
以
來
、
家
齊

自
ら
政
を
見
た
事
四
十
有
除
脱
髄
者
の
輩
出
、
學
問
鼓
藝

の
進
歩
登
達
は
延
喜
の
御
代
に
さ
へ
比
す
る
も
の
が
あ
っ

た
ご
云
は
れ
て
る
る
が
、
其
の
三
面
に
は
上
下
を
蓮
じ
て

茗
修
遊
逸
に
ふ
け
っ
て
來
た
。
定
信
に
よ
り
て
折
角
回
復

し
た
ば
か
り
の
幕
府
の
財
政
も
再
び
棄
暴
状
熊
こ
な
っ
て

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂

徳
操
家
饗
の
教
諭
三
章
ビ
文
政
の
關
東
向
坂
締

來
た
。
叢
に
、
二
分
金
、
「
朱
金
、
一
朱
銀
等
の
改
鎧
ご

な
り
田
地
の
牧
入
も
減
す
る
所
あ
る
も
決
し
て
増
牧
な
ご

思
ひ
も
寄
ら
諏
次
第
で
あ
る
○
此
の
時
に
悟
り
幕
府
の
施

政
は
再
び
田
沼
時
代
の
様
に
な
っ
て
來
た
、
老
中
水
野
串

朋
守
忠
成
が
出
で
專
横
を
極
め
て
税
政
が
行
は
れ
た
の
は

徳
川
の
世
も
、
ヶ
チ
が
つ
き
そ
め
て
來
た
の
は
是
非
も
な

き
事
で
あ
ら
う
。
其
の
時
の
落
首
に
も

　
び
や
ぼ
ん
を
吹
け
ば
出
羽
さ
ん
ノ
、
ε

　
　
　
　
　
金
が
熱
い
ふ
今
の
世
の
中

　
（
註
に
曰
く
此
の
ビ
ヤ
ボ
ン
定
に
鐵
で
二
俣
に
な
っ
て
こ
寸
ぽ
か
り
の
打

　
物
で
共
の
先
き
が
少
し
曲
っ
て
み
る
、
之
葎
口
に
街
え
て
唇
存
勤
か
し

　
な
が
ら
、
手
の
弔
の
は
し
で
蝿
く
ぜ
「
ビ
ヤ
瀞
ン
ー
」
定
鳴
る
も
の

　
で
、
自
分
等
の
幼
少
の
頃
に
に
未
だ
残
っ
て
ゐ
索
遊
戯
物
の
…
で
あ
っ

　
六
事
た
蝿
え
て
み
ろ
。
）

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
九
「
　
（
四
三
三
）



　
　
　
第
十
三
巷
　
　
維
　
纂
　
　
徳
川
家
齊
の
教
議
鴫
二
臨
暴
定
文
欧
の
醗
東
灘
取
締

　
な
ざ
あ
る
如
く
士
風
の
塵
頽
、
町
人
百
姓
の
観
堕
等
名

状
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
っ
た
か
ら
捨
て
置
け
す
ご
あ
っ

て
、
交
政
の
十
二
年
に
は
關
東
向
御
取
締
御
改
革
こ
な
っ

て
敏
論
三
章
な
る
も
の
を
印
行
し
て
、
之
を
中
央
よ
り
吏

員
を
開
入
州
に
涙
繊
し
て
、
其
の
趣
旨
の
あ
る
所
を
演
じ

て
逸
々
村
役
入
か
ら
受
書
を
取
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
今

荏
原
郡
上
大
騎
村
か
ら
提
出
の
文
書
を
弾
入
の
所
持
し
て

み
る
の
を
見
る
事
を
得
た
れ
ば
次
に
之
を
掲
載
1
1
て
當
時

の
事
情
を
偲
ぶ
事
ざ
し
た
。

　
　
　
　
差
上
申
一
瓦
之
事

　
關
国
隣
翼
々
耳
聞
諸
商
人
多
田
畑
作
餓
り
其
上
薯
に
長
る
良
民

　
及
甲
難
儀
一
候
趣
に
付
餐
…

　
御
奉
行
所
一
今
般
諸
商
人
軒
陰
並
居
酒
屋
、
湯
屋
、
髪
結
床
、
大

　
し
や
ラ
こ
し
ら
ヘ
ピ
ぎ
や

　
小
駅
、
凝
屋
等
名
前
苦
輪
、
御
改
に
付
別
紙
桜
江
に
糖
認
奉
差

　
上
候
通
り
少
も
相
違
無
御
焼
候
萬
一
押
隠
不
一
書
上
後
鰍
、
調

　
落
後
日
相
顯
候
は
ゴ
何
様
の
御
嬢
に
も
劇
画
　
仰
付
貴
被
　
仰

　
疲
承
知
奉
レ
量
器
依
之
御
講
印
形
藻
上
申
所
演
件

　
　
　
第
朧
號
　
　
　
九
二
　
（
四
三
四
）

丈
政
十
二
丑
年
四
月

　
　
　
　
　
中
村
八
太
夫
支
配
所

　
　
　
　
　
武
州
荏
原
郡
上
大
崎
村

百
姓
代

年
　
害

名
　
主

虐
次
　
郎

叉
酒
桶
門

癖
左
衛
．
門

　
閣
東
向
御
取
締
御
出
役

　
由
田
茂
左
術
門
織
御
手
附

　
　
　
吉
麟
国
五
郎
殿

　
山
本
大
繕
三
三
手
代

　
　
　
河
　
野
　
啓
　
助
殿

　
　
　
　
　
外
二
名
宛

　
　
　
差
上
申
御
請
謹
文
之
事

在
々
村
々
之
内
若
者
仲
聞
ざ
唱
大
勢
組
紳
事
祭
一
等
売
節
人
寄

ヶ
間
敷
儀
催
し
金
銀
耕
作
之
暇
を
費
し
其
外
悪
事
而
已
企
、
中

に
は
村
役
人
申
付
を
も
相
国
候
も
の
有
之
不
属
之
儀
一
躰
若
者

仲
間
ミ
號
儀
甚
以
不
宜
候
爲
其
　
　
公
儀
よ
り
五
人
組
を
被
立

置
忌
事
に
有
之
不
束
懲
懲
行
有
之
候
は
望
五
入
組
に
而
諌
書
差

加
江
右
を
不
用
候
は
ゴ
村
役
人
に
而
猫
嚴
勲
申
聞
、
右
を
も
不

用
候
は
ゴ
支
配
御
代
宮
、
私
領
は
領
主
地
頭
役
所
叉
は
自
分
共

廻
り
上
江
可
申
出
候
、
依
之
若
者
平
間
ミ
號
候
急
度
止
め
紳
事

祭
禮
等
も
村
役
入
百
姓
代
相
談
之
上
場
極
不
亀
裂
粗
談
爲
致
購



　
敷
旨
從

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
ま
へ

　
御
奉
行
所
御
沙
汰
に
付
小
前
末
々
ま
で
不
渡
様
申
付
村
役
人
共

　
方
に
講
印
取
置
可
申
候
若
是
迄
之
通
り
等
閑
に
致
置
後
日
に
相

　
知
れ
候
て
は
ゴ
役
人
迄
何
様
臨
御
儀
に
も
可
被
仰
付
旨
被
　
仰

　
渡
一
幽
翠
知
奉
畏
候
依
之
組
合
取
々
蓮
印
御
講
謹
文
差
上
申
所

　
如
件

　
　
文
政
十
二
年
四
月

　
　
　
開
東
向
御
取
締
御
出
役

　
　
　
山
田
茂
左
衛
門
襟
御
手
附

　
　
　
　
　
吉
田
佐
五
郎
殿
　
　
　
　
　
　
　

．

　
　
　
由
本
大
膳
様
御
手
代

　
　
　
　
　
河
野
啓
助
殿
外
二
名
宛

叙
上
の
申
渡
に
添
加
し
て
荏
原
郡
の
早
々
ご
聯
合
し
て
大

組
合
を
設
け
し
め
た
、
今
大
森
組
四
十
三
ヶ
村
に
甥
し
て

小
前
取
締
こ
し
て
添
議
定
書
を
示
し

　
北
大
森
村
、
戸
越
村
、
中
延
村
、
馬
込
村
、
下
蛇
窪
村
、
上
大

　
崎
村
、
不
入
斗
村
、
碑
文
谷
村
、
小
山
村
、
堤
方
村
、
東
大
森

　
村
、
新
井
宿
村
、
裟
村
、
上
節
黒
村
、
北
蒲
田
村
、
下
高
輪
村

の
十
六
ヶ
村
の
名
主
か
ら
総
代
を
撰
ん
で
之
に
串
渡
を
爲

　
　
　
策
十
三
巻
　
　
雑
　
纂

し
各
町
村
総
て
の
人
民
か
ら
講
印
を
取
ら
し
め
た
の
で
あ

っ
た
、
其
の
添
議
定
書
の
條
項
を
見
る
ご

　
　
　
　
む
む
　
　
　

　
　
む
　
　

　
　
一
蓋
間
質
屋
渡
世
之
儀
有
來
之
外
新
規
質
屋
決
而
相
初
串
間
敷

　
　
候
職
質
物
取
方
之
儀
前
々
被
　
仰
渡
候
通
質
置
主
謹
人
爾
判

　
　
取
之
質
物
瀬
峰
申
候
親
り
軽
爆
も
の
も
右
聞
様
相
心
得
可
申

　
　
事

徳
川
家
齊
の
教
楡
三
童
ミ
文
救
の
關
東
向
取
締

（
聾
助
眸
髪
驚
羅
羅
響
記
事
灘
籍
鍵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

一
諸
職
人
手
閣
代
之
儀
是
迄
仕
來
之
手
間
代
一
人
に
付
銀
三
分

つ
・
引
下
け
可
申
隠
事

ゐ
　
ざ
か
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
ニ

悪
酒
髪
饗
商
ひ
は
吾
躍
り
（
雑
）
祁
極
右
刻
限
通

候
て
も
居
候
者
は
急
度
断
酒
返
し
可
申
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

、
一
髪
結
床
平
氏
目
立
候
長
暖
簾
湘
…
か
け
申
間
敷
候
事

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
ナ
む
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
り

…
湯
屋
子
女
ざ
く
ろ
ロ
相
附
申
間
知
並
上
り
湯
寮
母
爲
無
用
候

　
事一
匹
事
項
禮
三
儀
蕪
而
被
　
三
一
四
通
急
度
相
守
衣
類
飲
食
等

　
奢
ヶ
問
敷
義
無
一
様
村
役
人
立
會
取
調
可
串
山
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
も
　
　
　
　
　
む

一
際
事
籏
禮
之
儀
は
華
麗
之
儀
無
芯
様
取
計
一
汁
｝
菜
限
り
酒

　
む
り
む
む
　
む
　

　
は
一
切
不
差
出
成
丈
ケ
手
輕
に
管
可
気
候
帯

｝
農
業
渡
世
不
致
無
商
磯
艦
之
者
有
之
候
は
、
差
置
申
間
敷
候

　
　
　
　
　
節
三
號
　
　
　
九
三
　
（
四
三
五
）



銘
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
徳
川
家
齊
の
数
譲
三
章
定
文
政
の
悪
難
向
戴
輌
脚

　
　
事

　
一
若
者
共
身
持
風
俗
不
宜
も
の
報
改
候
様
可
申
付
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
右
は
關
東
向
御
取
締
御
改
革
に
付
御
激
講
之
趣
は
勿
論

総
御
笠
條
並
組
合
向
々
私
議
定
共
御
三
聞
被
成
下
一
同
承

知
総
百
姓
末
々
迄
連
印
致
概
こ
の
受
書
を
出
役
の
者
に
名

主
年
寄
か
ら
一
村
毎
に
幽
し
て
み
る
。
斯
く
取
締
を
巌
重

に
し
た
も
の
、
内
特
に
酒
場
、
湯
屋
、
髪
結
床
、
祭
事
等

群
衆
集
合
に
…
場
所
に
制
限
を
加
へ
た
る
事
ご
及
大
小
郎
ち

刀
劒
捲
商
ご
同
研
ぎ
師
に
饗
し
て
戸
口
調
査
を
し
た
の
は

當
時
の
思
想
問
題
ε
し
て
奥
家
の
注
意
す
べ
き
事
柄
で
あ

る
ご
思
ふ
。

　
顧
ふ
に
か
》
る
農
村
に
刀
劒
に
黒
し
て
捲
師
や
研
師
が

存
在
す
べ
き
筈
が
な
き
襟
に
も
思
は
る
、
が
、
此
時
の
江

戸
は
士
風
が
最
も
腰
冷
し
た
頃
で
あ
っ
て
幕
府
直
墾
の
旗

本
の
小
普
富
者
が
女
師
．
匠
の
下
に
唄
三
昧
線
の
稽
古
に
通

び
其
の
甚
し
き
は
本
所
深
川
あ
た
り
に
住
ん
だ
所
の
御
下

入
や
旗
下
の
二
男
坊
は
馬
鹿
雛
を
稽
古
し
て
祭
の
帥
樂
に

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
九
四
（
四
三
六
）

雇
は
れ
て
出
る
ざ
い
ふ
臆
落
さ
に
反
し
て
町
人
百
姓
が
浪

人
者
を
招
き
て
磁
場
通
ひ
を
す
る
も
の
が
可
也
多
く
な
っ

た
時
で
あ
る
か
ら
從
て
刀
劒
に
噛
す
る
工
人
が
在
村
に
職

を
得
る
様
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
浪
人
者
ご
危
瞼
思
想

是
は
歴
代
の
慕
府
役
人
の
頭
を
耀
し
た
所
で
、
南
部
の
浪

人
相
馬
大
作
の
絶
学
侯
を
要
語
す
べ
く
企
た
の
も
文
政
の

五
年
で
あ
る
。
大
盤
李
八
郎
が
蕪
を
結
び
大
坂
城
を
攻
め

ん
こ
し
た
の
も
次
の
天
保
年
代
で
あ
る
、
水
野
越
前
守
忠

邦
が
老
中
こ
な
る
に
及
び
再
び
寛
政
の
治
を
再
現
せ
ん
こ

し
た
の
も
樂
翁
の
二
男
な
る
眞
田
信
濃
守
幸
貫
が
老
申
こ

な
り
翁
の
逡
志
を
繊
で
鋭
意
之
を
改
革
を
画
せ
し
も
共
に

大
御
所
時
代
の
風
俗
頽
磨
を
回
復
せ
ん
こ
し
た
に
外
な
ら

諏
。
　
斯
様
に
考
へ
て
見
る
ご
、
家
号
も
凡
庸
の
人
で
は
な
か

っ
た
か
ら
、
其
の
政
を
な
す
五
十
書
誌
、
昌
運
奪
靡
を
極

め
た
裏
面
に
は
江
戸
に
頻
齎
す
る
市
内
の
放
火
轟
件
か
ら

辻
番
所
の
設
畳
、
浪
人
の
蹟
雇
に
關
す
る
取
締
、
上
下
道

〆



徳
の
屡
頽
に
就
て
愚
答
頭
を
悩
し
た
の
が
此
敷
諭
三
章
こ

な
っ
て
現
れ
た
こ
見
る
を
得
べ
き
で
あ
ら
ふ
。
此
敢
論
の

術
義
風
に
出
島
て
る
る
の
は
、
實
永
に
出
來
た
臼
石
の
新

倉
句
解
に
傲
っ
て
み
る
様
に
も
見
ゆ
る
が
、
文
章
も
す
ら

一
ざ
出
來
て
る
る
の
を
以
て
す
る
ご
家
齊
の
信
用
を
も

う
け
て
み
た
、
林
空
嘆
を
流
　
齋
ご
い
ふ
た
入
の
旭
草
に
な

っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
述
齋
は
定
信
が
寛
政
の
改

革
を
行
ふ
に
方
り
殻
劃
し
て
林
家
の
養
子
こ
し
た
事
は
周

知
の
事
で
、
引
．
綾
き
家
続
に
仕
へ
て
る
た
生
存
者
で
あ
る
。

終
に
後
払
三
章
の
全
野
を
掲
げ
て
局
を
結
ぶ
事
ご
す
る
。

　
　
教
論
言
出
早

一
真
舞
に
孝
行
を
写
し
己
よ
り
主
上
の
者
を
敬
ひ
一
家
親
類
を

は
じ
め
村
里
相
互
に
中
よ
く
む
つ
ま
じ
く
す
べ
き
事

　
父
母
は
我
身
の
生
れ
し
本
な
れ
ば
大
切
に
す
べ
し
、
我
身

　
幼
き
時
は
二
親
い
だ
き
か
Σ
え
て
、
叢
野
心
を
つ
け
て
育

　
て
、
若
男
あ
れ
ば
単
巻
に
い
の
り
、
瞥
師
“
’
2
た
の
み
我
身

　
あ
か
は
り
度
程
に
お
も
ひ
、
其
子
乃
成
長
す
る
を
待
也
、

　
第
十
三
巷
　
　
雑
　
纂
、
　
穂
瑚
家
齊
の
教
隷
三
章
ミ
丈
致
の
附
東
向
取
締

然
る
に
、
そ
の
子
人
－
こ
な
り
て
は
、
わ
れ
ひ
ミ
り
成
長
し

た
る
や
う
に
思
ひ
、
色
々
の
望
事
有
之
あ
し
き
友
だ
ち
の

す
・
め
に
随
ひ
鑑
夜
氣
儘
の
遊
び
を
し
て
、
父
母
の
深
き

恩
を
思
は
す
、
よ
う
つ
父
愚
の
心
に
た
が
ふ
者
な
り
、
さ

れ
ば
孝
行
に
も
さ
ま
ノ
、
あ
れ
さ
も
、
二
親
の
し
な
せ
し

身
代
を
も
ち
S
け
て
安
堵
さ
す
る
を
よ
し
ε
す
、
幼
き
時

二
親
の
育
し
恩
を
お
も
ひ
よ
く
く
つ
か
へ
養
ふ
べ
し
、

又
我
目
上
の
入
門
し
ε
い
へ
さ
も
、
兄
た
る
も
の
は
先
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
れ
た
れ
ば
、
何
事
も
そ
の
差
圖
に
随
ふ
べ
し
、
兄
の
し

が
煙
㌍
が
㌍
卸
、
斜
鍵
湘
響
研
が
卵
が
鋼
翠
黛
勘
鞭
紳

　
　
む
　
　

す
べ
し
、
又
伯
父
淑
逆
な
さ
は
父
母
に
も
ひ
ε
し
き
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

な
れ
ば
、
麓
ぴ
む
つ
ま
じ
く
す
べ
し
、
然
れ
、
こ
も
富
る
も

⑳
欝
糎
竃
ひ
炉
⇔
砂
P
観
劇
蜘
ぶ
勢
脚
聖
卸
謝
煙
び

◎
O
Q
O
O
Q
O
O
O
O
O
　
O
O
つ
O
　
　
O
O
O
Q
O
O

者
は
入
の
助
け
を
求
る
こ
ミ
の
み
多
く
、
互
に
心
あ
は
す

聯
の
言
葉
の
端
よ
り
し
て
女
房
子
ミ
も
の
善
悪
を
い
ふ
に

よ
り
怒
り
を
饗
し
て
畢
ふ
事
も
あ
り
、
其
外
村
里
に
往
居

　
　
　
　
　
　
ふ
し
ゃ
う

す
る
も
の
梱
互
に
不
雀
を
し
て
暮
す
べ
き
に
、
我
村
ざ
他

村
ミ
隔
る
心
よ
り
田
畑
山
林
及
び
川
澤
地
境
、
僅
の
地
所

　
　
　
第
三
瀧
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策
十
三
巻
　
　
難
　
纂
　
　
徳
川
家
齊
の
教
論
三
翠
オ
文
典
㊧
闘
東
向
取
締

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
迄
も
璽
ひ
を
な
し
、
互
に
怒
り
を
お
羨
し
喧
嘩
口
論
し
公

　
騨
講
訟
掌
る
事
あ
り
、
能
仁
お
も
ひ
見
よ
、
ξ
ひ
其

　
　
　
　
　
は
ら
さ
わ

　
村
の
う
ち
原
澤
に
も
せ
よ
皆

　
上
乃
土
地
に
て
他
村
ミ
い
ふ
く
」
も
畢
．
勘
べ
き
に
あ
ら
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

　
又
他
村
の
う
ち
へ
、
理
不
動
に
入
込
は
言
・
幽
に
及
ば
ぬ
不

　
ら
ち

　
塀
也
、
互
に
中
よ
く
我
も
入
も
よ
き
や
う
に
言
あ
は
せ
ば

　
あ
ら
そ
ひ
も
な
か
る
べ
し
，
人
々
父
母
妻
子
を
は
h
、
」
く
む

　
身
な
れ
ば
、
我
身
を
大
切
に
思
ひ
怒
り
を
や
め
て
不
省
を

　
　
　
か
ん
に
ん

　
し
、
堪
忍
を
第
一
ミ
心
得
て
、
父
母
妻
子
兄
弟
伯
父
叔
母

　
の
親
し
き
も
の
を
初
め
て
村
ざ
く
」
中
よ
く
す
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ご
り

一
入
々
我
家
職
を
は
げ
み
少
し
に
て
も
薯
が
ま
し
き
事
堅
く
憎

む
べ
き
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
た

　
　
画
入
の
深
耕
ざ
れ
ば
一
家
醗
を
う
け
、
一
人
の
女
機
お
ら

　
ざ
れ
ば
一
家
こ
～
吸
を
搾
る
「
こ
い
ふ
こ
聖
こ
あ
り
、
衣
食
ほ

　
辱
ご
大
切
な
る
も
の
は
な
し
、
是
み
な
地
よ
り
鳩
來
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い

　
な
れ
ば
、
そ
の
時
節
を
た
が
へ
す
、
情
を
出
す
べ
し
、
我

　
　
　
ま
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
く
ね
き
　
し

　
も
ち
前
の
職
分
を
怠
り
博
爽
急
ぐ
る
ひ
、
或
は
酒
の
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
に
か
れ

　
或
は
食
物
に
多
く
鏡
金
を
遣
ひ
捨
て
，
は
て
は
盗
を
す
る

　
　
　
　
　
第
…
∴
驚
幽
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四
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せ
い

　
や
う
に
成
も
の
多
し
、
其
歳
の
豊
凶
も
あ
れ
、
こ
も
憐
を
幽

　
せ
ば
み
、
れ
ほ
一
こ
の
物
を
取
入
る
事
な
り
、
入
の
上
に
は
蝋

　
羅
も
入
田
用
な
き
事
な
し
、
さ
れ
ば
銭
金
な
く
て
は
な
ら
ぬ

　
も
の
也
、
然
れ
ば
常
々
心
が
け
て
、
五
穀
鑓
金
を
大
切
に

　
し
て
、
無
盆
に
遣
ふ
べ
か
ら
す
、
圃
人
の
入
用
大
て
い
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ひ
　
　
　
　
　
　
の
ロ
マ
ウ
コ
さ
り

　
あ
り
、
然
る
に
衣
服
の
よ
き
こ
の
み
、
喰
も
①
Σ
望
事
す

　
れ
ば
そ
の
身
の
分
限
を
こ
え
て
、
月
々
の
入
用
多
く
な
る

　
ま
・
に
、
利
の
つ
く
金
を
も
借
り
て
竜
座
を
し
の
ぐ
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ひ
ね

　
初
め
は
柳
の
や
う
な
れ
さ
も
、
そ
の
養
家
屋
敷
を
も
央
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ

　
飢
寒
に
せ
ま
り
、
邉
に
は
身
の
置
こ
こ
ろ
な
か
る
べ
し
、

　
其
時
誰
か
す
く
ひ
漸
く
べ
き
、
こ
れ
み
な
家
職
に
怠
り
薯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
へ
ゐ

　
に
身
を
う
し
な
ふ
事
な
れ
ば
，
家
居
諸
道
三
三
響
取
嫁
入

　
な
，
こ
の
諸
嗣
儀
二
郎
質
素
に
し
て
、
常
に
金
銀
の
貯
を
心

　
が
け
、
水
皐
、
風
動
、
虫
付
、
火
災
等
の
墾
時
の
手
當
を

　
ば
、
子
孫
迄
も
心
安
か
る
べ
し
、
「
粒
の
米
も
唱
筋
の
糸

　
も
地
よ
り
臨
る
も
の
な
れ
ば
家
職
を
怠
ら
す
、
奮
が
ま
し

　
き
こ
ミ
す
べ
か
ら
す
。

　
　
　
　
は
つ
ビ

一
上
よ
り
の
法
度
を
堅
く
守
の
常
々
子
弟
の
も
の
を
教
訓
し
悪



事
を
な
さ
し
む
べ
か
ら
ざ
る
事

　
　
　
　
　
　
あ
や
ま
ち

　
法
度
は
人
の
過
、
出
訴
ぬ
や
う
に
ε
の
さ
だ
め
な
れ
ば
法

　
度
を
守
る
べ
し
さ
れ
、
ご
、
我
こ
の
む
心
に
叶
は
ぬ
事
は
用

　
び
ざ
る
ゆ
ゑ
に
罪
に
も
か
Σ
る
な
り
、
其
身
を
愛
せ
す
我

　
を
思
は
ぬ
人
は
な
け
れ
さ
も
、
世
の
風
俗
に
染
み
身
分
を

　
わ
す
れ
て
奮
を
し
人
の
交
り
も
よ
か
ら
ぬ
な
り
、
総
じ
て

　
な
ら
は
し
よ
け
れ
ば
過
少
し
、
し
か
れ
ば
子
弟
の
年
若
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
も
の
は
常
に
農
業
を
仕
な
ら
は
せ
三
夜
隙
な
く
勤
さ
せ
、

　
悪
事
を
せ
ぬ
や
う
に
教
べ
し
、
子
弟
の
も
の
よ
く
働
て
田

　
畑
の
取
入
も
て
繁
昌
す
る
事
願
ざ
る
人
は
な
け
れ
さ
も
、

幼
き
時
可
愛
さ
の
あ
ま
り
に
飲
喰
衣
類
ま
で
も
其
手
乃
望

　
に
ま
か
せ
て
氣
儘
に
育
る
ゆ
ゑ
に
入
ミ
な
り
て
、
そ
の
く

　
せ
や
ま
す
、
次
第
く
に
銭
金
を
遣
ひ
す
つ
る
や
う
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
や

　
る
也
、
子
弟
を
大
切
に
思
は
攣
少
も
油
噺
な
く
叢
は
萱
か

　
り
夜
は
縄
な
へ
ε
い
ふ
教
も
あ
れ
ば
、
無
盆
の
遊
び
を
捨

　
置
べ
か
ら
す
、
入
は
隙
よ
り
悪
事
も
出
來
る
な
れ
ば
、
家
職

　
を
第
一
に
教
べ
し
、
既
に
そ
の
子
弟
の
罪
に
か
・
る
に
及

　
び
し
は
な
に
程
な
け
き
か
な
し
ひ
て
も
か
へ
ら
ぬ
事
な
れ

第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
徳
川
家
齊
の
教
識
…
ご
堂
蜜
文
典
の
關
東
向
取
締

　
　
ば
、
常
に
心
を
つ
け
て
法
度
の
事
を
背
か
ぬ
や
う
に
し
て

　
　
孝
を
誌
し
目
上
の
人
を
敬
ひ
、
よ
う
つ
悪
事
を
禁
じ
て
、

　
　
身
を
愼
み
い
か
り
箏
ひ
な
き
様
に
教
べ
し
。

　
右
三
章
堅
く
相
守
り
て
し
ば
ら
く
も
忘
ざ
る
や
う
、
常
々
よ

　
み
聞
す
べ
き
事

　
　
　
午
　
五
月

雲
湖
曰
く
午
の
五
月
に
丈
政
壬
午
の
年
な
る
べ
し
、
將
軍
家
齊
左
大
臣
に

な
り
索
る
噂
で
あ
っ
六
、
無
論
松
亭
定
信
在
世
の
隠
の
で
に
あ
っ
六
が
職

為
退
き
て
三
十
年
も
後
で
あ
る
、
句
黙
ば
讃
廼
に
便
ぜ
ん
爲
め
余
の
漫
に

附
し
雲
の
で
あ
る
、
そ
し
て
纏
べ
て
が
振
假
名
附
で
あ
っ
六
、
美
濃
杢
紙

表
紙
共
九
枚
。
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